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2．日韓フードバンク・シンポジウム 
 

（1）シンポジウム概要 

（2）資料 韓国フードバンクの概況 

（3）資料 江南フードバンク・フードマーケット美所 

（4）資料 聖公会フードバンク 

（5）資料 フードバンク関西 

（6）パネル・ディスカッション記録  

 

 

  
柳澤敏勝氏（明治大学）（左）、佐藤順子氏（佛教大学福祉教育開発センター）（右） 
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日韓フードバンク・シンポジウム 記録 

 

シンポジウム概要 

タイトル：生活困窮者支援とフードバンクの役割 

――韓国の最新事例から―― 

日時：2016年 11月 27日（日）13：00～17：50 

会場：明治大学駿河台キャンパス リバティタワー1146教室 

主催：（3科研による共催） 

・学術研究助成基金助成金 基盤研究（C）「社会的排除に対する社会的連帯経済の役割に

関する日韓比較研究」（研究代表者 柳澤敏勝） 

・学術研究助成基金助成金 基盤研究（C）「生活困窮者支援におけるフードバンク活動の

役割」（研究代表者 佐藤順子） 

・科学研究費補助金 特別研究員研究奨励費「貸付と給付のリンケージ構造の研究」（研

究代表者 角崎洋平） 

通訳：キム・ボイェ氏（Kim Bo-Ye/ 김보예)  

当日参加者数 36名（主催者・関係者含む） 

 

シンポジウム構成 

開会あいさつ 

明治大学副学長・商学部教授 柳澤 敏勝氏 

第 1部 プレゼンテーション 

 1．韓国フードバンクの概況・訪問調査概要 

明治大学経営学部准教授 小関 隆志 

2．韓国フードバンクの事例 

（1）江南基礎フードバンク・フードマーケット美所 

チーム員・社会福祉士 チャン・チドク氏（장 지덕/ Jang Ji-Duk） 

（2）聖公会フードバンク 

代表 キム・ハンスン神父（김 한승/ Kim Han-Seung）  

 3．日本の実践家からみた韓国フードバンク 

    フードバンク関西理事長 浅葉 めぐみ氏 

 

第 2部 パネル・ディスカッション 

 

閉会あいさつ 

    佛教大学福祉教育開発センター専任講師 佐藤 順子 
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聖公会フードバンクの 18 年の経験と展望 

 

キム・ハンスン神父(聖公会フードバンク代表) 

 

1. 聖公会フードバンクの設立と運営 

1)設立 契機と過程 

聖公会フードバンクは、韓国が通貨危機を迎えた 1997 年の翌年 5 月 6 日、大韓聖公会に

よって設立された。5月 6日は、この事業のために冷凍トラック 4台を購入、ソウルの 4つ

の地域に初めて配置した日であり、アジア初のフードバンク運動を始めた日である。聖公会

がフードバンク事業を認知したのは、それより 2 年遡る 1996 年であった。アメリカとカナ

ダの地域運動を探訪してきたソン・ギョンヨン神父（当時の社会宣教部長）が、通貨危機を

契機に導入することになった。 

通貨危機は、多くの企業や家庭の破産を誘発した。突然、企業が不渡りになり、債務不履

行者になったり、あるいは失業した人々が街にあふれていた。貧困地域に残った社会の弱者

（子ども、高齢者、障がい者など）の欠食の問題も社会問題として浮び上がった。 

 当時聖公会は、複数の民間団体とともに、フードバンクを設立しようとした。1997 年末、

YMCA 連盟、YWCA 連合、曹渓宗社会福祉財団、キリスト教の長老会福祉財団、クズ宣教

会に「食料分け合い運動本部」の結成を提案し、これを韓国型フードバンクとして発展させ

ようとした。アメリカで始まったフードバンクが下から（bottom up）形成された、協同組

合的（cooperative）市民社会運動であることをよく知っていたからである。しかし、食料

分け合い運動協議会の組織内の意見の相違を狭めることができず、最終的に聖公会単独で

「聖公会フードバンク」を設立するに至った。 

 

2) 聖公会フードバンクの現状 

2016年現在、聖公会フードバンクは、中央本部と全国 22個の支部で行うバス巡回給食、

お弁当の配達、イレイバジ（毎週食料パッケージ在宅支援事業）、団体・イベント式サポー

ト、フードマーケット、家庭縁組、キムジャン・キムチ(冬に食べるキムチ漬け)サポート等

の事業を通じて、一日約 12,000人の欠食の隣人に食料を供給している。 

政府の支援なしで、純粋な民間資源で運営してきたが、ここ数年の間に、いくつかの支部

は自治体からの基礎フードバンクとフードマーケットを受託され運営している。聖公会フー

ドバンクの基本となる運営資源は約 1,700人の定期の個人後援、約 250社の企業や団体の定
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期・不定期の資金寄付、約 580ヶ所の定期・不定期物品寄付、定期バザーなどを通じた資金

の確保、おにぎりコンサートを通じた募金、社会的企業 貞 洞
ゾンドン

クッパの営業利益などであ

る。 

 

 

※上記の統計は、政府受託事業（基礎フードバンク、フードマーケット）を除いた純粋な聖

公会フードバンクのみの統計である。 

 

ア 主な沿革 

 - 1997.11 韓国通貨危機を迎え、政府保健福祉部にフードバンク事業の政策提案 

 - 1998 年 5 月、 食料分け合い運動協議会（YMCA、YWCA、曹渓宗福祉財団、機張
ギジャ

福祉

財団、クズ(粉)愛分け合い会など参加）の結成を通じ、韓国初の民間フードバンク運動の

提案と開始（ソウル 4支部） 

 - 1998年 2月、ソウル駅の無料給食開始 

 - 1999年 1月〜、聖公会フードバンク全国化の推進 

 - 2000年 1月、非営利民間団体として登録 

 - 2001-2003年、京畿道驪州
ヨジュ

市にフードバンクファーム設立運営 

 - 2003年、ソウル都心調理センターの設置及びバス給食導入 

 - 2004年 9月、おにぎりコンサート開始 

 - 2008年 4月、北朝鮮（金剛山オンジョン里）の支援事業の開始と停止 

 - 2012年〜、アジア（ミャンマー北部ホピン）の支援事業を開始 

 - 2012年 4月、社会的企業 貞 洞
ゾンドン

クッパ設立 

 

イ 主な事業 

①お弁当の配達事業（中央および 7つの支部） 

行動が不便で、調理をすることができない重度障がい者と一人暮らしの高齢者の食事のた

めの事業 

食品供給先 食品需要先(一日平均) 

計 定期 不定期 総人数 個人 家庭 施設 

578 268 310 11,700 3,595 1,100 266 
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②1：1縁組サポート事業（全国） 

親がいない子ども(孤児)、在監者の子どもたちのための事業で、毎月 10 万ウォンずつ、

最大 12年（8〜19歳）間サポート 

※2016年 11月現在、合計 260人を支援（2012年から毎月助成金 7万ウォンで調整） 

③おかず配信事業（中央および 14支部） 

重度障がい者、親がいない子ども、一人暮らしの高齢者、複合世代家庭に週 1-2 回提供さ

れている事業で、おかず、食材、おやつなどが提供される 

④バス巡回給食事業（中央） 

都心の脆弱欠食層（ホームレス、長屋住民、開発後進地域の住民等）のための現場でのク

ッパ提供事業 

⑤無料給食・団体食事業（中央および 12支部） 

ホームレス、年配の方や劣悪な社会福祉施設、グループホームなどのための団体食提供の

事業 

⑥移動式食料提供事業（3支部） 

アクセスが困難な島嶼地域、貧民街、山村など遠距離需要先を直接訪ねて、食料を提供す

る移動式フードバンク支援事業 

⑦フードマーケット（7支部） 

ドイツの小型会員制無料マーケットのタフェル（Tafel）をベンチマーキングした事業で、

様々な食料や生活必需品を陳列展示しておいて、需要者が直接訪ねてきて物品を選択するよ

うにした事業 

⑧キムジャン・キムチ(冬に食べるキムチ漬け)サポート事業（中央→全国支部） 

1998年から毎年冬の恋の実、SKグループ、斗山インフラ、ハンサルリム、食料分け合い

運動協議会などとともに、毎年約 1万 5千の貧困家庭や施設にキムチを供給 

⑨一食分け合いキャンペーン（おにぎりコンサート・ 貞 洞
ゾンドン

クッパ） 

▹おにぎりコンサート 

自分の食事代を寄付して、おにぎりを食事代わりにコンサートを楽しむイベント。

2004 年 9 月初公演以来、合計 258 回の公演に 429 チームのミュージシャンと 58,617 人

の観客が参加して、約 3億 4千万ウォンを募金した。聖公会フードバンクの代表的な募金

行事である。 
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▹社会的企業 貞 洞
ゾンドン

クッパ 

聖公会フードバンクがクラウドファンディングを介して資金を確保し、2012 年に設立

された、同名称の社会的企業が運営するレストランである。クッパ一杯を食べるだけで

も、誰かを助けることができるという優しいクッパ食堂。今後全国のフードバンクの支

部の基本になるモデルとして運営する計画である。 

 

3）韓国型フードバンク運動の模索 

聖公会は、フードバンク事業の慢性的な需給の不均衡、財政難などを根本的に解決し、よ

り人間的な方式を備えるため、次の事業を推進する計画である。 

①専門法人化：2017 年には、フードバンクを教団から分離させて独立法人化する予定であ

る。これは、フードバンク事業の公共性を構造化して、専門性を高め、北朝鮮とミャンマー

支援を最後に中断されたアジア地域の事業を再開する契機になるだろう。法人化の過程で、

個人の少額定期寄付参加の拡大、おにぎりコンサートの多角化、バザーの拡大などにより、

財政の安定性と健全性を保っていく計画である。 

②社会的企業 貞 洞
ゾンドン

クッパを介して給食財源の確保方法の抜本的な改革を模索するととも

に、フードバンク支部の基本になるモデルとして定着を図る予定である。 

③フードバンクの給食事業に必要な食材の円滑な確保のために、直営農場を国内外に設立し

て運営し、間接的支援ネットワークも豊富に拡大（例えば、都市農業、週末農場および単位

農協の姉妹縁組）していく予定である。 

④様々なタイプの欠食層への支援方法の差別化を図る。バス巡回給食事業を主な大都市に拡

大運営して、広域ノヌメギセンター（訳者注：「ノヌメギ」は分け合いの意）を設立し、韓

国型標準の給食支援事業であるイレイバジ事業を定着させていく計画である。特に、圏域別

に立てられる広域ノヌメギセンターは、ローカルモデルの貞洞クッパとともに韓国型支援事

業の機能中心のインフラになるだろう。 
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インフラ

・事業 
機能 

設備・技術・システ

ム 
備考 

直営農場 
-新鮮な野菜、

果物の供給 

-農業用ビニールハウ

ス (4シーズン) 

-オーガニック栽培術 

-冷蔵・冷凍庫 

-直営 

-都市農業の連携 

広域 

ノヌメギ 

センター 

- 倉庫 

- 食品の大量

調理供給 

- 常温・冷蔵・冷

凍・特殊倉庫 

- 食材の処理加工 

- 大量調理 

-イレイバジ, バス給食支援 

- 公有地賃貸 

- ボランティアのアクセシビリティ 

バス巡回

給食 

-都心の脆弱 

階層巡回供給 

- 大型（改造）バス 

- ボランティアシス

テム 

- 高い支持、(国民の)請願、自尊心 

- 移動 

イレイバ

ジ 

-韓国型標準在

宅支援事業 

-1:1 サポート 

-構成：米、キムチ、

おかず 3〜4 種、副

食、スナック、果

物、野菜、小型電気

炊飯器、小型冷蔵庫

など  

- 自尊心（訪問回数最小化） 

- ノヌメギセンター→支部、在宅チーム

→家庭→ボランティアのフィードバック

（イントラネット） 

 

 

2.フードバンク運動のアジア的適合性について 

1）不適切な環境 

はたしてフードバンクは、アジアに似合う運動なのか？1960 年代末、この運動を最初に

始めたアメリカは、色々な面でフードバンク運動に有利な社会的条件を備えていた。多国籍

食品企業と食料メジャーによりあふれる余剰食品、寄付・保管・調理が容易な缶詰・インス

タント食品文化、政府主導型のヨーロッパ式福祉とは、他の民間（企業・地域社会など）主

導型社会福祉の発達、不法滞在者などの厚い福祉需要層の存在、さまざまなボランティア組

織と活動の発達など必要十分条件をあまねく備えていた。 

一方、アジアの状況は劣悪だった。都市化・産業化の過程で、伝統的社会の急速な解体に
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もかかわらず、これに代わる民・官社会安全網の未形成、高い自尊心の文化、四季にわたる

（日中韓など）の複雑な調理食品・スローフード文化、寄付とボランティア組織の萌芽期の

など、さまざまな面でフードバンクの発達に不利な環境を持っていた。 

 

2）社会的価値と意義 

それにもかかわらず、ほとんどのアジア諸国は、伝統的な社会の解体以降、社会的二極化

の深化などでフードバンクなど、様々な民間社会福祉システムがより必要とされる状況であ

る。特に、韓国の場合、フードバンク運動に関する不利な条件にもかかわらず、いくつかの

面で社会的価値を持った運動である。 

①フードバンク運動は、伝統的分け合い文化の継承の運動 

2016年現在、韓国の社会福祉支出は、OECD 35カ国のうち 34位である。98年の通貨危

機以降、増え続ける失業率、二極化、世界経済不況の長期化などで貧しい人のための社会安

全網は極端に不足している。フードバンクは、構造的な欠食問題の解決のために、食品会社、

地域社会、基金のスポンサーやボランティアが一緒にする広範な市民社会運動としての価値

を持っている。 

②フードバンク運動はエコロジー運動 

韓国は一年 1,700万トンの穀物を輸入する世界 3位の食料輸入国である。伝統的な農業国

でありながら、穀物自給率が 25％に留まっている。過去半世紀の都市化・工業化の過程で、

農業の疲弊が進んだ結果であるが、特に最近、相次ぐ FTA 締結により食料の海外依存度は

さらに深刻化している。このような事情は、アジア諸国のほとんどが直面している問題で、

今後、食料自給の問題は、国家安保の次元で真剣に考慮すべき問題である。さらに各家庭や

企業、店舗等で捨てられる生ごみは、年間約 500 万トンのごみ全体の約 28％を占めており、

経済的にも、約 20 兆ウォンに達する莫大な社会的資源の損失である。 1000 万人が居住す

るソウル市だけで、一日約 1,600 トンの可食部生ゴミ（食べれるものにもかかわらず捨てら

れる生ゴミ）が捨てられているが、これは成人 80 万人が一日三食を食べることができる、

すごい量である。フードバンク運動は、まさにこの食品資源を活用しようとする運動である。 

③フードバンク運動は環境に優しい運動 

韓国は特におかずの数が多い食文化を持っている。当然、食べ残しによる環境汚染の問題

も深刻である。特に、国内(韓国)生ゴミのほとんどは、塩分含有量が多い濡れている生ごみ

としてリサイクルが難しく、93％程度が埋め立て処理されているが、その埋立費用だけで

も年間約 4,000 億ウォンに達する。もちろん、これによる環境破壊と復旧費用は天文学的な

金額に達する。フードバンクは、生ごみになる恐れのある食品資源を有用な社会福祉資源に
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変える運動である。 

④フードバンク運動は、民間社会安全網 

韓国は通貨危機以降、労働集約型産業の急激な退潮、人件費・国際原油価格・原材料価格

の上昇、経済活動人口の減少などで成長率停滞と構造的失業に陥っている。これにより、二

極化、失業、新貧困層の拡大などが深刻な社会問題となっている。ここで WTO 再交渉と

FTA 締結による農業市場の開放と農村の危機、ベビーブーム世代の大量退職、人口の急激

な高齢化など、膨大な福祉需要も待ちかまえている。すでに韓国は通貨危機以降、増え続け

てきた福祉問題の対応に限界を感じている。供給が需要に追いつかず、福祉財政に赤信号が

点灯している。このような状況では、民間の福祉の拡大は非常に重要な選択肢である。フー

ドバンクは、これらの要求をすべて満たせない国の福祉の限界を補完する基礎となる民間社

会安全網の一翼を担っている。 

 

3）土着化の道 

フードバンクは、多くの点で、アジアやヨーロッパよりアメリカに適切な運動である。社

会的条件の上、そうである。しかし、欠食問題の許容と寛大さの面では、アジアにより適切

な運動である。問題は、「変化した社会・経済的環境に合わせて定着化させることができる

か？」にある。 

 

区分 アメリカ ヨーロッパ アジア(韓国) 

導入時期 
1960 年代末・創始

国 
1980年代・初中期 (1998) 

主導の運営主体 民間 民間+政府 民間(政府+民間) 

食文化 
缶詰・ 

インスタント化 
調理食品 調理食品 (四季～) 

利用可能な余剰食

品資源 
豊富→最近減少 普通 普通→減少 

社会安全網 民間主導 政府主導 
伝統社会 

→民官福祉 
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3．アジア通貨危機以降の世界の状況とフードバンク運動 

1990 年代後半のアジア通貨危機後の二極化現象はさらに深刻化している。絶対貧困層と

欠食人口も増えている。これは、世界的に共通の現象でフードバンク運動の創始国であるア

メリカも例外ではない。2015 年フィーディング・アメリカのレポートによると、アメリカ

でも約 5千万人以上のアメリカ人が欠食問題を抱えており、その規模も年々増加しているこ

とが分かった。 

これは、1992年の社会主義圏崩壊と 1994年WTO体制発足以来、脱規制、自由化、民営

化を骨子とした新自由主義的グローバル化が急速に拡散した結果である。アジアは通貨危機

を契機に、このシステムに急速に編入された。 

貧富の差は国家間、企業間でも深刻化している。最貧国と先進国の 1 人当たりの GDP の

格差は、1970年 1:19から 1985年 1:40を経て、2007年 1:96に拡大した。世界的な金融危

機以降、アメリカのウォール街デモ隊のプラカードには、ついに「We are the99％！」とい

うスローガンが登場した。世界の人口の 1％が全世界の財産総額の 40％を占め、この中で最

も豊富な上位 10％が全体の資産の 85％を独占したのに対し、26億人、1日に 2ドルにも満

たないお金で生活し、その中の 3分の 1は、1ドル未満で延命しているのが現実である。 

韓国も過去 20 年の間に 20:80 の社会から 5：95 の社会に変わり、中間層が消え非正規雇

用労働者が全労働者の 50％を超えた中で、欠食問題は児童から高齢者へとその中心が移っ

ている。 

 

 

4．欠食と食料問題の本質とアジア的な対応 

食料と欠食・飢餓問題は全地球的な協力と努力で解決しなければならない課題である。し

かし、国連ミレニアム開発目標の達成の遅れなどで見られるように、国家間の協力だけでは

限界がある。フードバンク運動も既存の恩恵的・余剰的な福祉運動の枠組みから抜け出して、

より本質的な問題を考慮した積極的な社会運動に発展させていかなければならない。 

 

1）食料主権と食料武器化の問題 

新自由主義的グローバル化はアジア的生活の方法を根本的に変化させた。伝統的な農業国

が食料輸入国に転落して、種子主権を喪失し、伝統的な農業の主体が移住労働者や国際結婚

などに変化して、工業国に追い抜かされた。韓国も通貨危機を経て主な種苗会社が海外に売

却され、農水畜産物の輸入および海外依存率は大幅に増えており、関連産業は萎縮した。 

現在、世界の種子と苗市場はシンジェンタ（スイス）、モンサント（アメリカ）、デュポ
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ン（アメリカ）、バイエル（ドイツ）の種子会社ビッグ 4が独占している。特にモンサント

は、全世界の遺伝子組み換え植物の 90％を所有している。また、この 4社は、BASF（ドイ

ツ）、ダウ（アメリカ）とあわせて、世界殺虫剤市場の 4分の 3も占めている。 

世界の穀物取引もごく少数の企業が独占している。 ADM（アメリカ）、トゥェポ（ドイ

ツ）、ルイ・ドレイファス（フランス）、ブンゲ（アメリカ）、カーギル（アメリカ）など

の食料メジャーは誰にどのような価格で穀物を売るかを独占的に決定し、基本的な穀物のほ

か油植物、繊維市場の植物、大豆市場も掌握している。 

もちろん、上記の企業によって収穫された穀物のほとんどは、産業用に加工されるが、食

料加工市場も少数が独占している。ネスレ（スイス）、子会社クラフトフーズを抱えるアト

リア（アメリカ）、フィリップ・モリス（オランダ）、ユニリーバ（イギリス）、フェンと

コカ・コーラ（アメリカ）、タイソンフーズ（アメリカ）、カーギル（アメリカ）、マーズ

（アメリカ）などである。全世界的に取引されている穀物量は小麦 1億トン、トウモロコシ

8000 万トン、米 3 万トン程度であるが、ますます収穫よりも消費の増加速度が多くなり、

全世界の食料備蓄量は急激に減少している。食料がいつか、輸入依存度の高い発展途上国を

圧迫する脅威になることを示している。食料が安全保障に直結する時代が来るという意味で

ある。 

上記の企業は、過去 20 年間、多くの競争企業を買収し、市場占有率を着実に高め（水平

的集中化）、他の分野の食品業種の企業も飲み込んできた（垂直的集中化）。しかし、この

ように種子と食料の独占化は、まるで空を独占するような非常に危険なことである。 

 

2）工場式畜産、フランチャイズ（ローカル・スローフードの破壊）、GMO などの問題 

種子と食料問題に劣らず摂食文化も問題だ。伐採、都市化、砂漠化などで耕作地が年々大幅

に減少しており、何よりも肉の消費の増加が食料の減少を加速させている。飼料として使わ

れる穀物が増えているからである。肉 1 カロリーの栄養を作るために、植物 17 カロリーが

消費される。 2015年現在、世界で生産される肉の量は 2億 8000万トンで、1980年度に比

べて 2倍に増加した。家畜を狭いスペースで大量生産する多様な方法が用いられている。抗

生物質飼料、不衛生な家畜環境、非人間的屠殺(屠畜)など、いわゆる「工場式畜産」が全世

界的に広がっている。これは、必然的に狂牛病のような副作用を伴わざるをえない。 

フランチャイズ文化も同じだ。全世界的に広がってフランチャイズは、ファースト・ジャン

クフード文化を拡散させて、国別・地域別・季節ごとの様々な食文化を破壊し、さらに非正

規時給制の労働文化を拡散させるなど、莫大な社会的副作用を起こしている。 
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3）伝統的な農業国の解体、労働の国際移動と送金経済 

 伝統的な農業国が農業の競争力を失い、食料輸入国に転落することで、できた最大の変化

の一つは、隣の産業国への編入である。アジア開発途上国の労働者は日中韓などの産業化さ

れた国へ、中南米の労働者は北米に送出される。彼らの送金で、その国(開発途上国)は国の

経済を支える。彼らの送出過程、以降の人生、本国の経済基盤の崩壊など、すべてに多大な

影響を及ぼしている。彼らが故郷に背を向けないように助けてあげるべきである。  

 

4）フードバンク運動のアジア的な協力モデル 

 アジア諸国は歴史、価値観、文化、生活の方法など、多くの面で共通点を持っている。直

面した貧困の問題を解決していくにも協力と連帯が必要である。特に伝統的な社会の価値と、

西欧と他の方式の社会安全網を備えていくために、現在、西欧主導の新自由主義的な方法で

はなく、代替的モデルの開発は非常に重要である。 

聖公会フードバンクは、アジアの食料支援ネットワーク事業（AFNET; Asia Food 

Supply Network）を介して、この問題を解決しようと考え、計画している。この事業は、

アジア全域に農業保健学校を立てて、農業人材を養成して地域別に食料自給を成すようにし、

生産物の一部を無償支援し、国際生協を介して販売しているプロジェクトである。 

学校は、地域の自給・自治の中心であり、アジア連帯の窓口でもある。 

AFNET 事業は、一国際開発 NGO や国際機関が重ねてきた数々の試行錯誤と失敗（モノ

カルチャー、援助経済とその過程の弊害）を反面教師にした代替的なモデルとして、純粋な

民間レベルでの食料需給とサポートの方法を見出そうとする。 

 

日韓翻訳：Kim Boye (筑波大学学校教育専攻博士後期生) 














	シンポジウム記録概要
	2016年12月07日11時52分13秒
	聖公会フードバンク フルペーパー「聖公会フードバンクの18年の経験と展望」
	2016年12月07日11時53分28秒

